
「平成 26 年度予算編成の基本方針」事項案 

   
 

Ⅰ デフレ脱却・日本経済再生に向けた取組の更なる推進 
 

  １．我が国の経済財政の現状と見通し 

  ２．経済財政運営の基本的考え方 

  ３．平成 26 年度予算の基本的考え方 

 

Ⅱ 強い日本、強い経済、豊かで安全・安心な生活の実現 
 

  １．成長戦略の実行 

   （１）民間活力の最大限の発揮（日本産業再興プラン） 

   （２）新たな成長分野の開拓（戦略市場創造プラン） 

   （３）グローバル化を活かした成長（国際展開戦略） 

  ２．東日本大震災からの復興の加速 

  ３．個人の能力・個性を伸ばすための基盤強化 

   （１）雇用・子育て支援等 

   （２）教育再生、文化・スポーツの振興 

  ４．地域活性化・都市再生、農林水産業・中小企業等の再生 

   （１）地域活性化・都市再生 

   （２）農林水産業・地域の活力創造 

   （３）中小企業・小規模事業者の躍進 

   （４）地方分権改革の推進 

  ５．長期的に持続可能な経済社会の基盤確保 

   （１）国土強靱化（ナショナル・レジリエンス）、防災・減災の取組 

   （２）安全・安心な社会の実現 

   （３）資源・エネルギーの経済安全保障の確立、戦略的外交の推進等 

   （４）地球環境への貢献 

 

Ⅲ 予算の重点化・効率化の推進 
 

  １．主な分野における歳出改革 

   （１）社会保障 

   （２）社会資本整備 

   （３）地方行財政制度 

  ２．公的部門の改革 
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